
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ２５ 事業着手

Ｈ２６
～２８

測量調査、

地元調整

Ｈ２９ 調査・設計

全体計画
前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ２，６５０百万円
２１１百万円

(８．０％)

用地買収 ２4,０００ｍ2
０.０ｍ2

(０％)

計画延長 １,７００ｍ
0ｍ

(0.0％)

事 業 場 所 吾妻郡東吾妻町植栗～吾妻郡中之条町伊勢町

区 分 事業当初（Ｈ２４） 今回再評価時

全 体 事 業 費 ２，６５０百万円 ２，６５０百万円

全体事業費増減の理由

事 業 期 間 Ｈ２５～Ｈ３３ Ｈ２５～Ｈ３６

事 業 内 容
道路延長 １，７００ｍ
幅員 １０．５～１３．０ｍ

道路延長 １，７００ｍ
幅員 １０．５ｍ～１３．０ｍ

本事業は、四万温泉を含む中之条町・
高山村地域と地域高規格道路の上信自
動車道（仮称）植栗インターチェンジを結
び、アクセス性を向上させ、物流の効率
化や県内外からの観光誘客を目的とした、
道路改築である。
現在の（一）植栗伊勢線は、線形不良・
幅員狭小の上、一部急勾配箇所があり、
歩道も未整備である。上信自動車道を活
用した物流の効率化や観光振興を広く中
之条・高山地域へ波及させるため改良す
る必要がある。

第４号議案
道路改築事業（地方道）

一般県道 植栗伊勢線 東吾妻町、中之条町

着工年度

評価理由

平成２５年度

採択後５年経過

様式６

う えぐ りいせ ひがしあがつま なかのじょう

当該箇所

幅員狭小、歩道未整備状況

あがつまぐん ひがしあがつままち うえぐり あがつまぐん なかのじょうまち いせまちまち



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）
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【凡例】
本線部

盛土部

橋梁部

付替道路部

切土部

【植栗伊勢線平面図】

【広域図】

【標準横断図】



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

本事業を実施することで、地域高規格道路である上信自動車道を活用した、物流の効率化・観光振興といっ
た事業効果を広く、中之条・高山地域へ波及させることが出来るようになる。
現道は、線形不良や幅員狭小、急勾配による冬期凍結事故への懸念などの課題が多く、現道活用の場合、
上信自動車道供用に伴い増加が見込まれる交通量に対して、安全性の確保とアクセス性の向上が達成され
ず、地域住民の事故危険性が増加するだけでなく、地域活性化を大きく阻害する事になる。
以上のことから、目的を達成するための手段として、線形不良や幅員狭小・急勾配等を改善する現在の計
画は適当である。

①吾妻地域には、高規格幹線道路（高速道路）がなく、緊急搬送時の速達・安全性や産業・観光振興による地
域経済の活性化が阻害されている。現在もその状況は改善されていない。このような状況の中、中之条町・高
山村地域から事業実施中である地域高規格道路の上信自動車道事業へのアクセス道路として、本線を整備
する必要性に変化はない。
②上信自動車道による交通量増加と、現道の課題である急勾配・幅員狭小・線形不良を起因とした事故危険
性の増加を防止する必要がある。

計 画 時 （Ｈ２４） 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠 マニ ュ アル

費用便益分析マニュアル
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

費用便益分析マニュアル
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

基 準 年 平成２４年 平成２９年

区 分 項 目 現 在 価 値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )

工 事 費 2,000,000 95.2% 2,179,000 93.6%

維 持 管 理 費 100,000 4.8% 149,000 6.4%

費 用 合 計 ( C ) 2,100,000 2,328,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

5,300,000 81.3% 3,793,000 79.7%

ネットワークの追加

（上信自動車道

吾妻東ＢＰ２期）

交通事故減少
便 益

16,000 0.2% 171,000 3.6%

走行経費減少
便 益

1,200,000 18.5% 797,000 16.7%

便 益 合 計 ( B ) 6,516,000 4,761,000

費用対効果分析(B/C) ３．１０ ２．０５

現道の状況（すれ違い困難/歩道未整備）現道の状況（急勾配）首都圏から四万温泉までの３時間圏域の拡大

従来の３時間圏域
新たに増える３時間圏域

四万温泉

300万人増加
2500万人→2800万人



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

本件は、四万温泉を含む中之条町・高山村地域から地域高規格道路である上信自動車道（仮称）植
栗インターチェンジへの唯一のアクセス道路である一般県道植栗伊勢線を整備する事業である。整備
により、安全性・アクセス性を向上させ、上信自動車道を活用した物流の効率化や県内外からの観光誘
客を目的としている。

吾妻地域には、高規格幹線道路がなく、緊急搬送時の速達・安全性や産業・観光振興による地域経
済の活性化が阻害されている。
現在もその状況は改善されておらず、このような状況の中、中之条町・高山村地域から現在整備中で
ある上信自動車道へのアクセス道路として、本線を整備する必要性に変化はない。
また、上信自動車道による交通量増加に対応するため、現道の課題である線形不良・急勾配・幅員狭
小を改良し、事故危険性の高まりを防止する必要がある。

事業期間は、3年間延期し平成36年度とする。
付替え道路等の機能補償計画や交差点形状について、地元自治体・住民との合意形成に時間を要し
たことから、約3年事業期間を延伸する。
地元自治体・住民との合意形成に時間を要したが、平成36年度の供用開始をめざし、早期の工事着
手に向け用地取得等を関係機関と調整を図っていく。

以上のことから、本事業の必要性、重要性は高く、事業期間の延期はあるが、上信自動車道の開通と
同時に効果発現を図ることが適切であるため、事業継続が妥当である。

【不測の事態により長期化】
・本線切土部・盛土部により寸断される生活道路・用水路・排水路の迂回・付替え方法と、本線と交差する道
路の交差点形状等についての調整が難航し、中之条町、東吾妻町、および地元住民との合意形成に不測の
時間を要した。


